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技術士　第二次試験　模擬答案用紙

１．地域の現状
①人口減少・少子高齢化

　・すでに人口減少傾向へ転じている。
　・特に地方では人口流出により、生産人口減少と少子高齢化が顕著。
　・医療・福祉面など地域格差が広がりつつある。
②郊外への拡散と中心市街地空洞化
　・無秩序な郊外への拡散により、自家用車依存になりつつある。
　・中心市街地の空洞化により、まちなか生活が行き詰まりつつある。
③東アジア諸国の経済成長による影響
　・東アジア諸国の急激な経済成長により、地域経済は競争にさらされている。

　・港湾・空港の整備が東アジア諸国と比べ遅れている。

・東アジア諸国からの観光客が増えつつある。

２．地域の課題

①人口減少による地域の衰退
　・生産人口減少により産業が成り立たなくなり、地域経済が衰退する。
　・人口減少による税収減少で、行政サービスが停滞する。
②高齢者の生活快適性が低下
　・自家用車使用が困難な高齢者などは、快適な生活が困難になる。
③東アジア諸国との競争に対応できない
　・東アジア諸国からの低廉な製品の流入、生活拠点の流出で地域経済が衰退。

　・拠点港湾・空港の物流コストが高いため、地域が東アジア諸国と競争できない。

　・東アジア諸国からの観光客にサービスを提供できないと、海外の観光地に負けてしまい地域が衰退する。

３．地域の活性化を図るための具体策

①新たな担い手を発掘・活用

・フレックスタイムや在宅勤務などで女性の社会進出を図る。

　・団塊の世代の定年延長や再雇用などで労働力を確保する。

　・ＮＰＯ・ボランティア団体など「新たな公」を活用し、行政サービスの低下に対応する。

②コンパクト（集約構造）なまちづくり

　・市街地再開発事業により、商業・行政機能を複合・既存施設に集約する。

　・ＬＲＴ（次世代型路面電車システム）・コミュニティバスなど公共交通を整備し、居住地域から都市機能集約施設への交通を確保する。

③東アジア諸国との連携・交流・競争による活性化
　・ＩＣＴ技術や地域独自ブランドなど、高付加価値な東アジア諸国のまねのできない製品を、開発する。

　・水平分業により、東アジア諸国と連携する。
　・拠点港湾におけるコンテナターミナルの整備と自動化によるリードタイム短縮を図る。
　・拠点空港における滑走路拡張により、人的交流を拡大する。
　・拠点空港・港湾から各地域までの道路ネットワークの整備を図る。
　・地域特性を生かした観光資源を発掘しＰＲする。
　・おもてなしの心で、地域住民が東アジア諸国からの観光客と接する。
４．おわりに

　以上、厳しい財政の制約の下で、地域の活性化を図っていくための社会資本整備のあり方について、私見を述べてきた。

　今後、ますます厳しくなる財政の制約の下で、行政・地域住民・企業・ＮＰＯ等をはじめとする「新たな公」の連携により、ハード面のみならずソフト面の充実を図る必要があると考える。

　私は、地方自治体職員として、自己研磨に努め、地域住民とともに、地域の活性化を図るための社会資本整備に貢献していく所存である。

－以上－










Ⅱ－１　産業構造の変化等により、人口減少傾向にある地域における社会資本整備の課題を挙げ、厳しい財政の制約の下で、地域の活性化を図っていくための社会資本整備のあり方について、具体策を示しあなたの意見を述べよ。










